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イベント概要 

 

[企業名]  アスクル株式会社 

 

[企業 ID]  2678 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会 

 

[イベント名]  2024 年 5 月期 第 1 四半期決算説明（プレゼンテーション） 

 

[決算期]  2024 年度 第 1 四半期 

 

[日程]   2023 年 9 月 15 日 

 

[ページ数]  20 

  

[時間]   15:00 – 15:15 

（合計：15 分、登壇：15 分） 

 

[開催場所]  インターネット配信 

 

[会場面積]   

 

[出席人数]   

 

[登壇者]  1 名 

取締役 CFO   玉井 継尋（以下、玉井） 
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登壇 

 

玉井：こんにちは、CFO の玉井です。2024 年 5 月期 1Q 決算のポイントを説明させていただきま

す。 

 

スライド 3 ページ、サマリになります。 

連結としては、売上高はほぼ計画どおり、営業利益は計画を上回る進捗となっております。利益が

計画値を上回った場合に支給する決算賞与等の引当金を計上する前、すなわち実力値ベースでは増

収増益を達成しており、順調な 1Q となりました。 

BtoB 事業については、単体の売上高が、感染対策品の前年反動減やお盆休みや台風の影響を一時

的に受けましたが、足元は計画線に回復しております。 

営業利益は、売上総利益率の回復と物流効率化等により、計画を上回る進捗となっております。ま

た後ほど説明いたしますが、配送バーを 1,000 円から 2,000 円に改定させていただき、社会課題で

ある物流・環境負荷の低減を進めてまいります。 
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BtoC 事業は、売上高、営業利益ともに計画を上回る進捗となっております。LOHACO 単体の営業

利益は、1Q 終了時点で既に通期計画を達成しており、期初にお示ししていたとおり、今後は黒字

を維持しながら再成長を進めてまいります。 

また、こちらも後ほど説明いたしますが、LOHACO は本店の優れた機能をヤフーショッピング店

に集約し、店舗を一つに統合することとなりました。マーケティングの効率化と固定費削減による

収益構造のさらなる強化を図ってまいります。 

 

まずは、2024 年 5 月期 1Q の実績について説明いたします。 

スライド 5 ページ、1Q の連結業績になります。売上高は、前年同期比 102.7%の 1,130 億円とな

り、過去最高を更新しております。売上総利益率は、一部主力商品の収益性改善や機動的な価格改

定により、前年同期差で 0.4 ポイント改善いたしました。 

営業利益は、固定費の増加を物流効率化でカバーし、計画を上回って進捗しており、決算賞与引当

金等の計上前では増益を確保しております。 
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スライド 6 ページ、営業利益のウォーターフォールになります。 

BtoB の販促費増強と、新アスクル Web サイトならびに ASKUL 東京 DC の稼働で増加した固定費

を、主に売上総利益率の改善と物流効率化により吸収し、計画を上回る進捗となっております。な

お、1Q で 2 億円強の決算賞与等の引当金を計上しており、実質的には増益となっております。 
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スライド 7 ページ、四半期別・事業別の業績推移になります。 

次のスライド以降で、それぞれの事業について概況を説明いたしますが、こちらでは前期に引き続

き、BtoB の売上成長カーブの変化が継続していることと、LOHACO の黒字化を維持していること

がポイントになります。 

 

スライド 8 ページ、BtoB の 1Q 業績になります。 

売上高は、ソロエルアリーナサイトのオープン化効果が継続しており、さらに今年 2 月に子会社化

したフィード社の新規連結もあって、売上成長スピードが加速しております。 

営業利益は、成長コストの増加による固定費の増加を主要因として減益となっておりますが、通期

増益転換に向けて、計画を上回る進捗となっております。今期は、売上成長とともに利益成長をス

タートさせる期として、引き続き取り組んでまいります。 
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スライド 9 ページ、連結 BtoB の 1Q 売上成長と収益改善の進捗です。左の売上高成長について、

前年同期差 83 億円となりました。ソロエルアリーナサイトのオープン化効果が継続しております

が、後述する新アスクル Web サイトへのお客様移行が完了すると、全てのページがオープン化さ

れます。 

8 月末時点で、サイト移行が完了したお客様の売上構成比はまだ 1%に満たない規模であり、今後

はその効果拡大を見込んでおります。また、Web 販促費を増強したことによる成長や、フィード

等のグループ会社が売上増に貢献しました。 

売上総利益率については、主に機動的な価格改定や為替ポジションの改善等により、前年同期差

0.2%、前四半期からは 0.7%の改善となりました。 
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スライド 10 ページ、単体 BtoB の月度の前年同期比推移です。 

前年の感染対策品特需の反動減ならびにお盆や台風の影響で、一時的に 8 月度の実績が低下してお

りますが、足元の成長性は回復しております。 

 

スライド 11 ページ、BtoC の 1Q 業績となります。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

8 
 

前期から引き続き、キャンペーン変更の影響により減収となりましたが、計画を上回って進捗して

おり、その影響が一巡する 4Q 以降の再成長を目指してまいります。営業利益は、LOHACO が 1Q

終了時点で、今期の通期目標を達成するなど順調に推移しており、引き続き黒字を維持しつつ、再

成長を目指してまいります。 

 

スライド 12 ページ、ロジスティクス事業・その他の 1Q 業績です。 

売上高は従来水準を継続しており、一方、営業利益は、個別案件ごとの採算管理を徹底すること

で、通期黒字化を見込んでおります。 
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ここから、BtoB の進捗について説明させていただきます。 

スライド 14 ページ、前期より継続開示している BtoB の中期経営計画の成長戦略になります。個

別の施策について、この後説明させていただきます。 

 

スライド 15 ページ、品揃え拡大の進捗です。 
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左側の取扱い商品数については、計画どおり新規に 17 万アイテム超を投入いたしましたが、一方

で、メーカーの廃番や一時的な販売停止商品が発生した影響で、前四半期より 3 万 6,000 アイテム

減少し、1,243 万アイテムとなりました。引き続き、中期目標の 1,800 万アイテムに向けて、新規

アイテムの投入を進めてまいります。 

右側の在庫商品数については、2 万 1,000 アイテム増加し 18 万 7,000 アイテムとなり、今期の通

期目標 24 万アイテムに向けて順調な滑り出しとなりました。 

 

スライド 16 ページ、オリジナル商品の拡大状況になります。 

前四半期より 200 アイテム増加し、9,800 アイテムとなりました。引き続き、通期 1 万 1,000 アイ

テムの達成に向け、製造業、医療・介護の 2 大業種のお客様向け商品開発を強化してまいります。 
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スライド 17 ページ、単体 BtoB の品目別売上高になります。 

生活用品が 109.4%と好調を継続した一方、メディカルは、前年の BA.5 の感染拡大に伴う検査キ

ット等の特需の反動減影響を受けております。 

 

スライド 18 ページ、新アスクル Web サイトの進捗です。 
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今年 7 月から無事に新サイトが本格稼働し、ソロエルアリーナのお客様に、順次新サイトのご利用

へと移行いただいております。 

8 月末時点で、移行を終えたお客様の売上構成比はまだ 1%に満たず、移行はこれからが本格的な

フェーズとなります。移行後の新サイトは、全てのページがオープン化されます。新サイトの目的

である売上成長に向けて、着実に移行を進めてまいります。 

 

スライド 19 ページ、BtoB の一箱あたりの売上単価の推移になります。 

1Q 期間は、季節要因で単価が上がりにくい四半期となりますが、前年同期比 106.9%となり、同期

間で 5 億円相当の配送費低減効果となりました。引き続き、一箱あたりの売上単価向上による利益

構造改善を目指してまいります。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

13 
 

 

スライド 20 ページ、BtoB の配送バー改定です。 

物流 2024 年問題では、トラックドライバーの時間外労働の上限規制等が適用されることにより、

物流業界の人手不足の深刻化や、物が運べなくなる可能性が懸念されており、当社でも事業継続の

観点で対処しなければならない問題と捉えております。 

まずは、できるだけまとめてご注文いただき荷物の個数を抑制するべく、10 月 31 日より配送バー

を、これまでの 1,000 円から 2,000 円へと改定させていただくことといたしました。 

深刻な人手不足が進む物流業界の状況に照らし、お客様にご理解・ご協力をいただきながら、物流

現場のみならず、環境負荷の低減にもつなげてまいります。 
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続きまして、BtoC の進捗について説明させていただきます。 

スライド 22 ページ、LOHACO の四半期別売上高推移です。キャンペーン変更の影響で厳しい状況

が続いておりますが、社内計画を上回って推移しており、引き続き影響が一巡する 4Q からの売上

成長回復を目指してまいります。 
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スライド 23 ページ、LOHACO の店舗統合についてです。 

LOHACO は、本店 1 店舗で事業を開始し、2018 年 5 月にヤフーショッピングにも出店し、以降 2

店舗体制で運営してまいりましたが、10 月末に各々の店舗が持つ特長を結集した形で、ヤフーシ

ョッピング店 1 店舗に統合いたします。 

まず、これまで本店で日用品 EC として進化させてきた UI をヤフーショッピング店に展開するこ

とで、ヤフーショッピング店ご利用のお客様は、商品の買い回りがしやすくなり、顧客体験の向上

を実現してまいります。 

また、ヤフーショッピングのキャンペーンが、これまでの本店利用のお客様にも適用されることに

なるため、販促効果の最大化を見込んでおります。さらに、当然ながら運営コストの低減も見込ん

でおり、顧客体験向上と収益構造のさらなる強化を両立させてまいります。 

 

通期決算発表時にご説明しましたように、中期経営計画 3 年目となる今期は、売上成長加速ととも

に利益成長をスタートさせ、計画最終年度の大きな利益成長につなげる期と位置づけております。

1Q については、概ね計画どおりに進捗でき、順調なスタートを切ることができました。 
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スライド 26 ページ、2023 年度の JPX 日経インデックス 400 の構成銘柄に選定されました。これ

からも投資家の皆さまのご期待にお応えすべく、持続的な企業価値向上に努めてまいります。 

 

スライド 27 ページです。最後に、1Q の ESG に関連する取り組みについて 4 点説明いたします。 

1 点目、2 年連続で、FTSE Blossom Japan Sector Relative Index の構成銘柄に選定されておりま

す。 
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2 点目、社内取締役と執行役員を含む部長以上の役職者等を対象に、新たに ESG 報酬制度を導入

いたしました。指標の詳細はスライドに記載のとおりとなりますが、経営陣が一丸となり、さらに

エシカル e コマースを推進してまいる所存です。 

 

スライド 28 ページ、3 点目です。8 月に booost technologies 社のツールを導入し、これから

Scope3 の削減への取り組みを、サプライヤーとともに本格的に始動します。まずは当社オリジナ

ル商品を対象とし、順次拡大してまいります。 

4 点目、同じく 8 月に、当社と、当社グループ会社の嬬恋銘水株式会社、嬬恋村の三者で、嬬恋村

の森林整備連携協定を締結しました。今後、森林整備活動を協力して実施してまいります。 

中期経営計画で掲げた基本方針であるサステナブル経営の実現に向け、引き続き、事業に一体化さ

せた形でさまざまな社会・環境課題を解決する、エシカル e コマースとしての取り組みを推進して

まいります。 

私からの説明は以上です。ご清聴ありがとうございました。 

［了］ 

______________ 

脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 
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